
中学生の4人の中にひとり、足と手指に障がいのある生徒さんがいました。

生まれつきなのか、事故などで障がいを持ってしまったのかわかりません。

その生徒さんは、他のどの生徒さんよりも笑顔が素敵でした。

積極的にご利用者様とお話しをし、元気で素直、一見障がいがあるようには見えませんで

した。

障がいを持ち、いろいろと困難な事もたくさんあると思います。みんなと一緒に運動会や

登山に参加できたのかもわかりません。

その生徒さんの笑顔からは、悲しい思いやつらい思いなどは感じ取れませんでした。

きっと、その生徒さんの周囲には、障がいに理解を持つ人たちが多くいるのだろうなと、

想像ですが、そう感じています。

福祉教育の大切さを改めて考えさせられました。

私たちのような福祉従事者だけでなく、地域の人たちが障がいを持って生きる人を理解し、

皆で一緒に暮らす「共生」ができるようにと願っています。

◎11月 6日（水） こはく会（踊り）

◎11月 8日（金） 柿の会 （歌と踊り）

◎11月12日（火） つくし保育園（おゆうぎ会と交流）

◎11月14日（木） すみれ会（踊り）

◎11月15日（金） 漆山西保育円（おゆうぎ会と交流）

◎11月19日（火） 巻婦人会（踊り）

※11月の下旬に越和太鼓の皆様が来て下さるかも！？

●

● 病院に受診し、お薬が変わったときには、早めに薬剤情報をお見せください。

コピーしてお返しします。

● ご自宅に不要なレジ袋がございましたら、ご寄付をお願いいたします。



（

※ 日付や時間、自分で選択する、達成感を持つ、活動をしながら他のご利用者様や職員と

交流ができる事で、認知症の予防、または認知症の進行を遅らせる効果があると言われています。

日中の活動を、

自分で選ぶ→自分で道具を運ぶ→脳トレをする→道具を元の場所に返すという

形にしてから、約１か月が経ちました。

ご自分のファイルには、塗り絵や計算問題、なぞり字などの活動したものが

ファイルに挟められています。ご自分が何の活動をしたのか、忘れてしまう

方も、「これ、私がしたんだ。」と振り返ることができます。介護度の低い

方たちは、自ら積極的に取り組まれています。ファイルの書き方や活動の

やり方がよく分からないという方には、職員がその都度説明しています。

ご自分で決める事が困難な方には、職員からその方ができそうな事を勧めて

います。

雨にも負けず、風にも負けず。。。

5/22にひのまる幼稚園の園児さんと一緒に植えたお花は大風や台風、夏の

猛暑にも負けず、咲き続けています。

デイサービスの玄関が暗いので、お花がとても良い感じです。

花壇の草取りはご利用者様がして下さっています。

☝下の3枚の写真は、デイでの活動で作ったものです（＾▽＾）✌


